
新しい働き方・休み方を実践するために
年次有給休暇を上手に活用しましょう
I ●年次有絵休暇の計画的付与制度を導入しましょう。 I 

「年 次有給休暇 の計画的付 与 制度」とは 、年次有給 休 暇の付与日数のうち5日を除いた残りの日数について、

労使協 定を結ぺば、計画的に休暇取得日を割り振ることができる制度です。

この制度の導入によって、休暇 の取得 の確実性が高まり、労働者にとっては予定していた活動が行いやすく、

事業主にとっては計画的な業務運営に役立ちます。

1)日散付与日数か ら 5日を除 いた残りの 日 数を計画 的 付 与の対象 にできます 。

〇 年次有給休叡の付与日数が10日の労働者 R 年次有給匹日の付与8数が20日の労慟看
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事が1tIll的に付与でeる 労”'（円由に駅欝で巳る 事鑽主が計函的に付尋で8る 労着が爾由こ釈糟でSる

〇前年度取得されずに次年度に繰り越された己数がある湯合には、撮り迄し分を含めた付ら日数から5日を引いた日数を計酉的付与の対象とすることができます。

2)活用方法 企 業 、事業場の実態に合 わせたさまざまな付与の方法があります。

』 方式 年次有給休暇の付与の方法 適した事業場、活用事例

一斉付与方式 全従業員に対して同一の日に付与 製遁g91"lなど、揖璽を止めて全従業員を休ませることのできる事業場などで活用

交替制付与方式 班・グループ別に交替で付与 沢過・サーピス纂など、定体8を増やすことが讀しい企藻事業場などで活用

個人別付与方式 個人別に付与 年次有給休暇付与計直改により各人の年次寄給休Iiiを指定

年次有給休暇の計画的付与に関する労 使協定の例（個人別付与方式の場 合 ）

00様式会社と00労舶組合とは、福記に関して次のとお’J協定する．

1 当社の梃笑員が有する0000年虔の年欠有給休1町以下「年休Jという。）のうち5日を超える邸分については6日を限度として計画的に付与するものとする。
なおその有する年休の8歎から5日を差!Alし¥Jl:8故が組l;:j畏たないものについては、その不足する8数a切宴で郊IJj!f紀恨和庄与える．
2 年体の計琶的付与の期間及びその8数は、次のとおりとする．

前湖＝4月～9月の臼で38：：：： 複期＝10月～翌年3月の1!11で38間

3 各1l1人別の年休付与計画表は、名臣の期間が始まる2週間OOまて4こ会社が作成し紐笑員に扇知する。

4 名従宴員は．年休付与計晉の希望表を．所定の様式により名阻の計画付与が始まる1か月前までに．所属環畏1こ楼出しなけれl釘Jらない．

S 各諌畏は罰l員の希望汲lC墨づき、名貸菜日の休尉日を償整し、決定する。

6 鸞務遷行上やむを得ない事由のため指定8に出動を必蔓とするとをは、会社は咀合と協想の上扁頂に基づき定められた堂定8を変更するものとする．

0000年0月08 00篠式会社総務極a 0000 
00労位組合軌行委員長0000

'時間単位の年次有給休暇を活用しましょう。 I 
年次有給休暇の付与は原則1日単位ですが、労使協定を結ぺば、年5日の範囲内で、時問単位の取得が可能となります。

労働者の様々な事情に応じた柔軟な働き方休み方に役立ちます。

〈労使協定で定める事項〉

① 関間単位年休の対象労働者の範囲

対象となる労働者の範111)を定めてください．一部の者を対象外と

する場合には、「事菓の正常な逼営を妨げる場合」に限られます．

② 時間単位年休の日数

1年5日以内の範匪で定めてください．

●は蔓燐99や労飽泊定のモデルは、『鮒次青船体嗣耽槽覧'.II*Ii'>イト』とe馳ください．

③ 時間単位年休1日分の時間数

1日分の年次有袷休暇が何時11ll分の時間皐位年休に相当するかを定めて
ください．1闊間に満たない嬬数がある湯合は時間鼠位に切り上げてく

ださい．（消）所定労働峙関が1日7時間30分の湯合は8時間とな1)ます．

④ 1時間以外の時間を単位として与える湯合の時間散

2時r.,単位など1日の所定労働時r.，数を上回らない整数の峙閤攣位を
定めてください．

労働基準法が改正され．2019年4月から年5日間の年次賓給休駆を確実に取得させることが必妻となりました。
笠）謁●工位の年ょ石絡惇畷の駅得分1こついて1こ．竃寅な取縛が必賛な5e"'か6llし3Jくことはで言エさん


